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手首運動を用いた
定量的運動制御評価システムの開発と臨床応用
　我々はこれまで脳卒中や神経疾患などによって失われた運動機能を、脳の
運動制御観点（予測制御とフィードバック制御、図 2参照）からわかりやすく
評価できる「定量的運動制御評価システ
ム（図 1）」を構築した（2012 年国際特許
登録と 2014 年国内特許登録）。そして、
このシステムを用いてパーキンソン病
や小脳変性症などの神経疾患の病態評
価と、脳卒中患者の様々な治療効果の評
価、さらに脳卒中の回復過程に対する経
時的評価に応用している。

研究内容

高齢者に対する
脳の運動健康モニタリングシステム開発
　高齢者になると運動能力が加齢と共に低下するが、最近高齢者に好発する
脳卒中や神経疾患の患者も増えている。そこで、我々は高齢者が気軽に脳の運
動制御能力を把握できる、「高齢者に対する脳の運動健康モニタリングシステ
ム（図3）」を構築することを目的とする。特に、我々のこれまでの病院連携研究
から蓄積してきた、パーキンソン病や小脳変性症などの神経疾患の病態評価
パラメータや、脳卒中患者の治療効果と回復過程に対する評価パラメータに
基づいて脳神経疾患の初期検知もできるシステムの構築を目指している。さ
らに、市販の機器（例：iPadや Kinect v2）を利用した低コストの運動記録シス
テムと分析システムのクラウド化を実現し、病院または自宅でも現在の治療
状況を把握できる遠隔モニタリングシステムとし、高齢者に対する在宅医療
や在宅リハビリ支援システムとして活用することを目指している。

シーズ・地域連携テーマ例
■ 在宅リハビリに対する支援システムの開発
■ 高齢者の在宅医療支援と遠隔モニタリングシステムの開発
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図1.  手首運動を用いた定量的運動制御評価
システム

図2.  指標追跡運動課題に対す
る脳の運動制御：予測制
御とフィードバック制御

図3. 高齢者に対する脳の運動健康モニタリングシステム

後にきっと助かる、
高齢者に対するヘルスケアと
医療支援システムの研究開発
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